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これまでの稽古を通じて、私なりに合氣道について思うところを述べさせて頂きます。

この機会に入門当初を思い返すと、間もない頃はどう動いているのかさっぱり判らず、技をやろうとしても頭で考えるばかりで体がどちらを向けばいいのか、どちらを向いているのかさえも判らない状態でした。

とにかく手や足をどう動かせばいいのか、形を覚えるだけで精一杯でしたが、それでも稽古を続けていると、技の形を一通り覚えて何となくうまく動けるようになり、合氣道が少し判ったような気にもなりました。ところがすぐにそれは浅はかな考えであって間違いであることに気付きました。

もちろん形を覚えることはとても重要なことで、覚えて動けるようにならないことには次のステップにも進めません。また、転換、捌き、全身の動きはそのまま流れとなって合理的に技に繋がっていきます。

しかし、何も考えずに覚えた形のとおり動くだけでは自分本位の技でしかなく、合氣道をしているのに相手を無視していては本末転倒です。

ある程度形を覚えたこの頃から、一つ一つの技の深みに気付くようになり、また、受けの相手が変わるたびに同じやり方では駄目であると感じ始めて、相手といかに調和して動くことができるかということを強く意識するようになりました。私にとっての本当の合氣道の始まりはこの頃であると言えます。

相手と調和して動けるようになるためにどうすればいいか？

普段の稽古で一番意識していることは力の使い方と相手との繋がりです。

そんなことは合氣道の稽古の基本であって、誰もが意識している当たり前のことかもしれません。しかし、これまでいろんな方と稽古をさせて頂きましたが、実現の仕方やどう考えるかは本当に人それぞれです。力と一言で言っても、強い、弱い、硬い、柔らかい、荒い、優しい、など感じることができます。また、道場によってはいかに素早く、流れの中で技をかけることができるかを重視しているところもあります。何を目的として稽古をするのかは各自で考えることなので答えは一つではないですが、流れ重視の合氣道は私にはもっと基本ができてからだと思っています。

私は基本的に繋がりを作るため、また繋がりを保つため、ある程度の力を使うようにしていますが、力を加えるときもできるだけ腕力に頼らないように意識しています。

しかし、筋力を使っていないと力が伝わっている気がしない、うまく技が掛かっている気がしないという通常の感覚からなかなか脱却できず、無意識に力んでいるということが多々あります。力んでいると相手にはすぐにそれが伝わり、簡単にそこを責められて対処されてしまいます。

体の転換をすると非常によく判るのですが、腕や肩に力が入ったまま続けているとすぐに筋肉疲労を感じてしまいます。さらには、技の途中で力を入れずに楽に動けるポイントが見付かったとしても、力を使っていないことに不安になって、力が必要なポイントをわざわざ探して力を使おうとしたりということもあります。

このようなときは相手に合わせることを完全に忘れてしまっており、自分が力を出していることを確認し、納得することに精一杯で心の余裕がなくなっているのです。このような考え方を一新する必要があることは判っているのですが、これまでの習慣から抜け出すことはそう単純ではありません。

また、稽古では相手もある程度合わせてくれますが、合わせてくれるのを期待した動きでは上達はなく、やはり自分から合わせていくことが重要だと思います。習熟度の高い人の受けをするとその違いははっきり判ります。しっかり掴んでいても全く違和感なく、無理な力を入れようと思うこともなく、流れるように自然に導かれて受けることができます。まさに理合と調和の動きということになると思います。

合わせることをしない力任せの技は私の思う合氣道ではないので、その思いの延長として相手に怪我をさせないということも意識しています。無理な方向に強引な力を使ったり、力の衝突が発生したときなどに怪我は発生するはずなので、怪我をさせないことも理合や調和の鍛錬になると考えています。調和が取れていると、相当な力が発生している場合でも怪我をすることはほとんどありません。しかし、怪我をさせないことを意識し過ぎて技が中途半端になり、本来の稽古の目的を見失うことがあることは反省すべき点です。

相手を感じて合わせ、力まずに力を出して伝え、引っ張ることなく自然に導く。

この矛盾しているとも思える動きを習得するには、もっとしっかり研鑽を重ねて、心技体を三位一体として身に付けることが必要であると思います。

相手に合わせることは受けをするときにも必要なことですが、受けとして合わせるということは動きとして単に流れに任せるということではなく、相手の習熟度によって受けの仕方や力の加減を意識して変えて、稽古の助けになることだと考えています。

合氣道は優劣を決めるものではないので、稽古の過程で双方で合意している場合は別として、力任せに反発したり、相手の稽古を妨げるようなことはしないようにしています。また、受けでしか気付けない大事な感覚が多くあるので、感じたことは素直に伝えて、試行錯誤を繰り返すことでお互いの上達を目指しています。

相手を尊重して相手の立場になって考え、稽古の目的を共有することで、稽古の質が向上するのではないかと思います。

合氣道を続けてきて思うところは沢山あるのですが、いざ稽古となるとなかなか思うようにはできず、気が付いていながらも対応できない課題が多くあります。

一つは、腰の回転力や重心移動による重力などの大きな力を自然に使うことです。

腰の回転力は全身の回転力にも繋がり、さほど筋力の使用を意識することなく非常に強い力を発揮できるであろうことは理解しているのですが、気を抜くとすぐ腕力や上半身だけで何とかしようとしてしまいます。相手との接点とその周辺のみに意識が集中してしまい、自分の体の中の繋がりが切れてしまっているためです。

また、重心移動を行えば、筋力を使うことなく、自分の体重を力として利用することが可能ですが、いつも重心が高いために、利用するどころか不安定な状態になっています。

もう一つは、気や呼吸力に対する意識です。

体の動きに気の持ち様と呼吸が大きく影響することは明白であり、気を出す、気を合わせるということは合氣道の基本でもあるのですが、見ることもできず感じることが難しいもののため、いざ稽古となると、物理的な力の大きさや方向にばかり集中してしまい、つい意識することを忘れ勝ちになってしまいます。

これらは合氣道をする上で非常に重要な要素であって、今回改めて課題を認識することができたので、もっと全身で螺旋を描くイメージを持つこと、気を意識することを心掛けて今後の稽古に取り組みたいと思います。

最近は道場の少年部の人数が増えて、一緒に稽古をする機会が増えています。指導と言うほどのことではないですが、これまでに感じてきたことや、学んだこと、よいと思ったことは伝えるようにしています。特に自分も苦労して試行錯誤してきたことはうまくできないポイントが判っているので、ちょっとしたコツとして伝えることができ、それでうまくなってくれるとうれしく感じることができます。

伝えるときには、まだ個性が強い彼らにどのように伝えれば判ってもらえるか、合氣道を好きでいてもらえるか、続けてもらえるかを考えて接しているつもりです。それぞれの生活の中でさまざまな理由により合氣道から離れてしまうこともあるでしょうが、それでもまたいつか道場に戻ってきたときに一緒に稽古ができればよいなと思っています。

合氣道をしていなければ、通常の生活で子供達と話をする機会などなかったはずで、自分にとってもよい刺激になっています。老若男女を問わず幅広い年齢層の方と一緒に稽古ができることは合氣道の魅力の一つです。

合氣道は一般のスポーツと違って試合がなく勝負がないため、自ら目的を設定して、意味を考えて稽古をするしかありません。また、稽古を続けていると次々と疑問が沸き起こってくるので、その時々で目的が複数あったり、変更になることは当然です。そして、目的が自由である以上、引退もなくゴールもありません。これは人生と同じことです。

つまりは、合氣道と関わりを持った日々の生活を継続すること自体が合氣道の大きな目的であると思うのです。

この先の人生がどうなるのかは判りませんが、稽古を継続して、合氣道のある人生を長く続けたいと願っています。
